
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

種子島高校進路情報交換会の様子

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、次年度の事業も不透明である。

・リモートで実施するための環境整備。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

新型コロナウイルスの影響により、活動に制約があったが、関係する大学をはじめ、中学校、高校とも連携を図り

ワークショップの開催やリモートでの交流、シンポジウムでの発表等を通じ、将来の担い手となる若い世代にキャ

リアデザインを考える機会を与えられたと思う。

今後も継続的な活動を通じて、未来人財の育成を図りたい。

2021年度方向性 学校と連携を図りながら、新型コロナウイルス感染対策も取りつつ、事業を実施していく。

事業の意図 キャリアデザインを支援する

事業の実績

と

成果

取組内容

中学生及び高校生が参加するワークショップの開催。高校生は、シンポジウムでの発表にまでつなげた。

リモートによる東京大学学生との交流及びキャリアデザインへの意見交換。

高校については、リモートで種子島中央高校及び佐渡高校との交流等を実施。種子島高校進路情報交換会

の開催。派遣事業等を実施できず。

成　果
中学生及び高校生が参加するワークショップの開催。

シンポジウムでの発表。

事業名 未来人財育成確保事業 総事業費 24 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 産業創出費

基本事業名 産官学連携の推進



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

・各産業での担い手不足等が課題となっており、その解決に向けて取組む必要がある。

・新型コロナウイルス感染症の影響による対面の実施や開催。

・リモートで開催するための環境整備。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

これまで大学や各産業団体と連携し、地域の様々な課題に対して解決を図り、持続可能な社会モデルの推進に取り

組んできた経緯の中で、令和2年11月に東京大学と1市2町による包括連携協定の締結に至ったことは、今後の活動

に向けても大きな前進となった。協定を踏まえて形成された、大学や地域団体等とのオープンプラットフォームを

如何に具体的な活動に結び付けられるかが課題となる。毎年3月に開催しているシンポジウムについては、昨年

度、新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から中止となったが、感染防止対策を踏まえた地元向け開催ととオ

ンラインによる島外からの参加というハイブリッド形式での実施ができたことは、種子島での先端的な活動を広く

周知するうえで、貴重な機会となった。引き続き、次年度に繋げたい。

2021年度方向性

新型コロナウイルス感染症の影響によって、事業の展開が見通せない状況であるが、東京大学未

来ビジョン研究センターとのオープンプラットフォームや東京大学体験活動プログラムについて

は遠隔等での実施も検討しながら取組む。地域産業推進協議会についても、各団地との情報共有

を図りながら、対策を検討していく。

事業の意図
①連携する

②課題を共有する

事業の実績

と

成果

取組内容 大学及び企業、地域内の各産業団体等の連携を図る取組を実施。

成　果

・種子島1市2町と東京大学未来ビジョン研究センターによる包括連携協定締結（令和2年11月18日　遠隔

での実施）

・大学や研究機関とともに、地域内の産業団体等も参加するオープンプラットフォームの設置及び開催。

（第1回　令和2年11月18日　第2回　令和3年3月29日　遠隔での実施）

・大学と企業による関係企業への連携説明（令和2年11月26日　鹿児島市与次郎）

・大学等と連携してフィールドワークやインターンシップの受け入れに向けた協議。（令和2年10月30日

鹿児島市郡元）

・次年度のフィールドワーク受け入れに向けた学生向けの説明（令和3年1月27日　遠隔での実施）

・東京大学体験活動プログラム（令和3年1月15日～3月27日　遠隔での実施）

・先端技術（バイオディーゼル）の実証。（西之表市西之表）

・「自然と共生するスマートエコアイランド種子島シンポジウム」（令和3年3月6日　西之表市民会館　遠

隔でも配信）

事業名 産官学地域課題解決推進事業 総事業費 396 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 新たな産業基盤と雇用環境の整備

基本事業名 産官学連携の推進



【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

シンポジウムのポスター


